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高速炉サイクルから発生する TRU 廃棄物のうち，ハルが含まれる廃棄体の発熱率を評価した． 

キーワード：高速炉サイクル，使用済み燃料再処理，TRU 廃棄物，MOX 燃料高速炉 

1. 背景 核燃料サイクルの課題に対し，フロントエンド・バックエンドのいずれも含む横断的視点で向き

合うことの重要性が指摘されている[1]．その観点から，これまでに，軽水炉使用済み燃料の再処理の際に

発生する TRU 廃棄物の地層処分時の熱的影響に関する検討などが行われている[2]．MA 核種のリサイクル

を図る高速炉システムにおいては，軽水炉サイクルとは異なり MA の大部分はリサイクルされるため，廃

棄物の物量の低減が期待されるが，再処理の過程での TRU 廃棄物の発生は避けられない．その量は高レベ

ル廃棄物処分場面積の 1%程度のスペースで対応できる程度とされているが[3]，高速炉サイクルにおける

種々の前提条件（MA の回収率等）は今後も変わり得ることから，異なる前提条件に対して TRU 廃棄物の

発生量を評価可能としておくことは重要である。本検討では，TRU 廃棄物のうちハルを含む廃棄体（HW）

の特性評価を行った． 

2. 評価方法 高速炉システムとして FS フェーズ II で構築された大型 Na 冷却 MOX 燃料高内部転換型代表

炉心[4]に着目し，この高速炉サイクルから発生する HW の発熱率を計算対象とした．高速炉燃料の再処理

における HW への FP・アクチニド付着率は軽水炉燃料再処理と同一の条件[5]とした．また，高速炉サイク

ルからの HW はドラム缶での処分が想定されているが，本検討では軽水炉サイクルと同様にキャニスタで

の処分を仮定し，1 キャニスタあたり 480kg の廃棄物が充填されるものとした[5]．HW に充填される廃棄

物のインベントリは，北海道大学で開発しているコードシステム CBZ を用いて，高速炉全炉心モデルでの

核燃料の燃焼・冷却計算で得た．  

3. 評価結果 HW の発熱率を図 1 に示す．ここでは，

燃料ピンセル計算に基づく軽水炉再処理からの HW の

結果も併せて示す（軽水炉 HW についてはエンドピー

スも含む）．冷却期間が 10 年程度までは，高速炉サイ

クルの HW の発熱率は Co-60 の寄与により軽水炉サイ

クルからの HW と比べて大きい．また，冷却期間が数

10 年以降において，軽水炉 MOX と同様に，高速炉で

は Pu-238，Am-241 といったアクチニド核種により発

熱率が上昇するが，軽水炉 MOX と比較してその程度

は抑制されている． 
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図 1 ハル（・エンドピース）廃棄体の発熱率 
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